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成果を出す研究開発者は「信念が強く、容易には考えを変えないこと」と論破 
 
研究開発で成果を出すことは⽣易しいことではない。積み重なる努⼒と幸運の上に「成果の
天使」が微笑みかけると⼀般には信じられている。問題はこの「努⼒」である。⼈⼿と時間
をかければよいというものではない。ここを取り違えると、ヒト・モノ・カネ・時間の浪費
に終わることになる。 
 
私も⻑年研究所に席を置いた。ある研究者は多くの⼈を使って精⼒的に、しかも残業を強い
ての研究を実施していたが成果に結びつくことは少なかった。また、ある研究者は少ない⼈
員で短時間のうちに成果を挙げた。しかも、この成果の得られた研究は今述べた前任者がヒ
ト・モノ・カネ・時間を投⼊したまさにその研究を引き継いだものであった。 
 
研究者には「宝」を掘り出す⽅法を⾃ら構築する能⼒が問われる。この能⼒が不⾜すると研
究がいつまでたっても所期の成果を挙げることはない。研究者にはこの能⼒がまず求めら
れる。その上で、「信念が強く、容易に考えを変えない」である。そして望むらくは運が味
⽅してくれることである。 
 
企業⾃体の研究に対する問題点は、誰が（どの研究者が）いま述べた能⼒を有しているかを
判断する能⼒がないことである。最近は各企業とも成果主義が取り⼊れられ、形式上はこの
能⼒が適正に判断されているように⾒えるが、実態はそうはなっていないというのが私の
実感である。明確な判断をすれば研究組織の運営上で問題が⽣じる場合も多い、と考えるの
が⽇本の伝統的経営である。多くの⽇本企業においては、成果主義が取り⼊れられて久しい
が、それでもまだ⽇本的経営は脈々と⽣き続けているものと思う。 
 

 


